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資料の内容

１．２０１７年１２月期 （２０１７年度）通期業績 実績

２．２０１８年１２月期 （２０１８年度）通期業績 予想

本資料に掲載されている業績予想や計画などの将来にわたる部分については、

現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、潜在的なリスクや不確実

性が含まれております。

従いまして、実際の業績は、さまざまな要因により、これらの業績予想とは異なる

ことがありますことを十分にご認識の上、ご活用下さい。



２０１７年１２月期通期実績

為 替
レ ー ト

USD 112円 110円 ＋2円

EUR 126円 121円 ＋5円

（百万円）
2017年度
通期実績

2016年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

売 上 高 404,999 381,635 ＋23,364 ＋6.1％

営 業 利 益
（利益率）

45,308
（11.2％）

49,315
（12.9％）

△4,006 △8.1％

経 常 利 益 40,167 44,102 △3,934 △8.9％

当期純利益 15,476 △12,260 ＋27,736 ―

2017年度
通期予想

11/10時点

対予想
増減額

400,000 ＋4,999

47,000
（11.8％）

△1,692 

41,000 △832

20,200 △4,723

営業利益ベースで1円の変動につき

2017年度通期 為替感応度

USD 4.5億円/年

EUR 0.8億円/年

※当期純利益：親会社株主に帰属する当期純利益
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2016年度 原材料 販管費 製造コスト 為替 販売要因 2017年度

通期 通期

減益要因
増益要因

2016年度

通期実績
増減

2017年度

通期実績

493
△40

453
△161 ＋121

（億円）

２０１７年１２月期通期実績 営業利益増減要因

約40億円
減益
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（広告宣伝費含む）



２０１７年１２月期通期に対する免震ゴム対策の影響

第4四半期
（D）

交換用の免震製品代金や改修工事費用 約117億円、補償費用等 約12億円、
諸費用（主として、免震ゴムの交換用設備に係る費用等 約9億円、免震ゴム対策
本部人件費等 約4億円） 約13億円を計上

2018年度以降
現時点で合理的に金額を見積もることが困難なもので、今後発生する費用がある
場合には、対処進行状況等によって追加計上する可能性あり

交換・改修の実績
（12月31日現在）

55棟（G039） ： 40棟着工 （うち製品交換の完了35棟）
99棟（G039以外） ： 45棟着工 （うち製品交換の完了33棟）

項目内訳

（ご参考）

(単位：百万円)
第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 通期累計 2016年12月期 2015年12月期

（A） （B） （C） （D） （A+B+C+D） 通期累計 通期累計

55棟(2015年3月13日公表分) ― ― △2,084 2,693 608 17,034 23,063

99棟(2015年4月21日公表分) ― ― 3,258 9,022 12,281 35,068 7,386

諸費用 473 521 827 1,333 3,156 10,418 12,104

補償費用等 444 415 529 1,200 2,590 4,260 4,119

合計 918 937 2,530 14,250 18,637 66,781 46,674
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２０１７年１２月期通期実績 事業セグメント別概要

（百万円）
2017年度
通期実績

2016年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

タ イ ヤ 327,097 303,878 ＋23,219  ＋7.6％

ダイバーテック 77,860 77,503 ＋356  ＋0.5％

そ の 他 203 425 △ 222  △52.2％

調 整 額 △161 △171 ＋10  ―

合 計 404,999 381,635 ＋23,364  ＋6.1％

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去額等を含む。

（百万円）
2017年度
通期実績

2016年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

タ イ ヤ
（利益率）

46,047  
（14.1％）

45,405
（14.9％）

＋642   ＋1.4％

ダイバーテック
（利益率）

△851  
（△1.1％）

3,779
（4.9％）

△4,630   ―

そ の 他 151 180 △28  △16.1％

調 整 額 △38 △49 ＋10  ―

合 計 45,308  49,315 △4,006  △8.1％

※売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高を含む。

●売上高

●営業利益

2017年度
通期予想

11/10時点

対予想
増減額

323,000 ＋4,097

76,900 ＋960

100 ＋103

0 △161

400,000 ＋4,999

2017年度
通期予想

11/10時点

対予想
増減額

47,600
（14.7％）

△1,553 
（△0.7％）

△700
（△0.9％）

△151 
（△0.2％）

100 ＋51

0 △38

47,000 △1,692
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２０１７年１２月期通期実績 所在地セグメント別概要

（百万円）
2017年度
通期実績

2016年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

日 本 146,562   146,895   △333  △0.2％

北 米 186,312  171,216  ＋15,095    ＋8.8％

そ の 他 72,125   63,524   ＋8,601   ＋13.5％

消去または全社 ― ― ― ―

合 計 404,999   381,635  ＋23,364    ＋6.1％

●売上高

2017年度
通期予想

11/10時点

対予想
増減額

145,100 ＋1,462 

182,800 ＋3,512 

72,100 ＋25 

－ ―

400,000 ＋4,999

（百万円）
2017年度
通期実績

2016年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

日 本 31,920     33,270   △1,350   △4.1％

北 米 8,652   7,728 ＋923   ＋12.0％

そ の 他 4,888   5,875  △987  △16.8％

消去または全社 △152   2,440  △2,592  ―

合 計 45,308     49,315  △4,006    △8.1％

2017年度
通期予想

11/10時点

対予想
増減額

31,600 ＋320 

11,300 △2,648 

3,900 ＋988 

200 △352 

47,000 △1,692

※売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高は含まず。
●営業利益

7



２０１８年１２月期通期予想

為 替
レート

USD 110円 112円 △2円

EUR 130円 126円 ＋4円

（百万円）
2018年度
通期予想

2017年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

売 上 高 400,000 404,999 △4,999 △1.2％

営 業 利 益
（利益率）

47,000
（11.8％）

45,308
（11.2％）

＋1,691 ＋3.7％

経 常 利 益 44,300 40,167 ＋4,132 ＋10.3％

当期純利益 29,000 15,476 ＋13,523 ＋87.4％

2018年度通期 為替感応度

USD 5.0億円/年

EUR 1.0億円/年

※当期純利益：親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益ベースで1円の変動につき
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2017年度 事業譲渡 販管費 為替 原材料 製造コスト 販売要因 2018年度

減益要因
増益要因

2017年度

通期実績
増減

2018年度

通期実績

453
＋17

470
△81 ＋98

（億円）

２０１８年１２月期通期予想 営業利益増減要因

約17億円
増益
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通期 通期（R&D費用含む）

事業譲渡



２０１８年１２月期通期予想 事業セグメント別概要

（百万円）
2018年度
通期予想

2017年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

タ イ ヤ 348,000 327,097 ＋20,902 ＋6.4％

自 動 車 部 品 51,489 53,150 △1,661 △3.1％

化 工 品 ― 24,710 △24,710 ―

そ の 他 511 203 ＋308 ＋151.7％

調 整 額 0 △161 ＋161 ―

合 計 400,000 404,999 △4,999 △1.2％

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去額等を含む。

（百万円）
2018年度
通期予想

2017年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

タ イ ヤ
（利益率）

47,700
（13.7％）

46,047  
（14.1％）

＋1,652 ＋3.6％

自 動 車 部 品 △700 △2,240 ＋1,540 －

化 工 品 ― 1,389 △1,389 －

そ の 他 0 151 △151 △100.0％

調 整 額 0 △38 ＋38 ―

合 計 47,000 45,308  ＋1,691 ＋3.7％

※売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高を含む。

●売上高

●営業利益
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２０１８年１２月期通期予想 所在地セグメント別概要

※売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高は含まず。

（百万円）
2018年度
通期予想

2017年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

日 本 121,800 146,562   △24,762 △16.9％

北 米 202,300 186,312  ＋15,988 ＋8.6％

そ の 他 75,900 72,125   ＋3,775 ＋5.2％

消去または全社 ― ― ― ―

合 計 400,000 404,999   △4,999 △1.2％

●売上高

●営業利益

（百万円）
2018年度
通期予想

2017年度
通期実績

対前年
増減額

対前年
増減率

日 本 31,400 31,920     △520 △1.6％

北 米 10,900 8,652   ＋2,248 ＋26.0％

そ の 他 5,300 4,888   ＋412 ＋8.4％

消去または全社 △600 △152   △448 ―

合 計 47,000 45,308     ＋1,692 ＋3.7％
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（ご参考） タイヤ生産量 （新ゴム量） の推移

（単位：千トン）
2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

通期計画

1-12月 1-12月 1-12月 1-12月 1-12月

日 本 138.6 135.7 130.2 130.6 136.8 

北 米 46.7 50.9 56.9 66.8 69.5 

ア ジ ア 36.5 38.6 37.4 41.9 44.2 

合 計 221.8 225.2 224.5 239.3 250.4

62.5% 60.3% 58.0% 54.6% 54.6%

21.1% 22.6% 25.3% 27.9% 27.7%

16.5% 17.1% 16.7%
17.5%

17.6%

0.0
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200.0

250.0

300.0

2014年1-12月 2015年1-12月 2016年1-12月 2017年1-12月 2018年1-12月

アジア

北米

日本

（千トン） ※ 棒グラフ数値は地域別生産量構成比（％）

通期計画
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（万本）
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17.4% 17.5%

16.8%

13.7% 15.8%
18.0% 17.3%

17.7%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2014年1-12月 2015年1-12月 2016年1-12月 2017年1-12月 2018年1-12月

国内外新車

国内市販

北米市販

欧州市販

東南アジア市販

海外その他市販

※ 棒グラフ数値は地域別販売本数構成比（％）

販売本数構成比（％）
2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

通期計画

1-12月 1-12月 1-12月 1-12月 1-12月

新 車 合 計 13.7％ 15.8％ 18.0％ 17.3％ 17.7％

国 内 市 販 18.9％ 18.2％ 17.4％ 17.5％ 16.8％

海 外 市 販 67.4％ 66.0％ 64.6％ 65.2％ 65.6％

市 販 合 計 86.3％ 84.2％ 82.0％ 82.7％ 82.3％

通期計画

（ご参考） タイヤ販売本数 地域別構成比
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（％）
2014年 2015年 2016年 2017年

2018年
通期計画

1-12月 1-12月 1-12月 1-12月 1-12月

国内外新車 89 115 123 97 106

国内市販 104 95 103 102 100

海外市販 106 97 106 102 105

（内 北米） 107 102 105 103 106

（内 欧州） 110 98 123 115 104

（内 東南アジア） 104 101 98 92 110

合計 103 99 108 101 104

前年同期間を100とした場合の対前年比率

（ご参考） タイヤ販売本数 地域別前年同期比推移
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◆価格動向

ドバイ原油、国産ナフサ価格推移 天然ゴムTSR#20価格推移（SICOM）

（ご参考） 主要原材料動向

（USD／bbl） （千円／kl）
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（注）「その他原材料」には棚卸資産評価差額が含まれております

◆価格変動影響額 （営業利益ベース、単位：億円）

原 材 料 別
2014年
1-12月

2015年
1-12月

2016年
1-12月

2017年
1-12月

2018年
1-12月予想

天 然 ゴ ム ＋69 ＋75 ＋25 △75 ＋32

石 化 品 △9 ＋99 ＋64 △77 △6

そ の 他 原 材 料 △4 ＋4 ＋11 ＋13 △16

仕 入 れ 製 品 ＋7 0 0 0 0

合 計 ＋63 ＋178 ＋100 △139 ＋11
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1,298 1,318 
1,620 1,329 

1,200 

31.8 

37.5 

32.9 
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33.6 
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

有利子負債残高（左軸） 自己資本比率（右軸）
（億円） （％）

通期実績

（ご参考） 有利子負債残高と自己資本比率の推移
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◆設備投資額

（億円）

タイヤ ダイバーテック他

通期計画 通期計画

２０１８年度 計画

減価償却費：256億円

（タイヤ：220億円 ダイバーテック他：36億円）

◆減価償却費

（億円）

（ご参考） 設備投資と減価償却の推移

２０１８年度 計画

設備投資額：401億円

（タイヤ：340億円 ダイバーテック他：60億円）
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再発防止策の進捗状況につきましては、
四半期ごとに当社ホームページでの公表を継続して参ります。

免震ゴム／防振ゴム問題の対応について
→ 信頼回復に向けて（一連の問題に対する再発防止策）
→ 進捗報告について
（ http://www.toyo-rubber.co.jp/special/menshin/progress3/ ）

（ご参考） 再発防止策の進捗状況について
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